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早稲田大学大学院文学研究科考古談話会編集・発行巻頭言
　札幌の大学から早稲田に戻り８年が経過した。地方の新設私立大学の教員としての17年間の経
験はなかなか得難いものであった。その大学の理事長は何事も即断即決でとにかく改革のスピード
が速く、走りながら考えるような改革続きであった。そんな理事長にずいぶん振り回されたが、い
ろいろと助けてもいただいた。考古学実習室も小さな大学博物館も作らせてもらい、助手も院生も
いない状況下で実習発掘もしていた。今年度その大学に長期滞在したが、強烈なリーダーシップで
学園を率いていた理事長が一昨年亡くなり、ずいぶん「普通の」大学になっていた。
　早稲田に戻っての８年間、大学とはこのような所であったかと発見することが多い。たくさんの
会議があっても何事もすぐには変わらない。最善策を多くの教員で議論していく。何かを変えると
きはゆっくり時間をかけて決める。「民主的」手続きとはこういうものか、と驚かされた。「大
学」といってもいろいろだ。早稲田の学問的に自由な雰囲気は、こうした教員集団が長年培ってき
たものに拠るのだろう。
　最近、他大学の実習を見学する機会が多く、つくづく早稲田の考古学研究室の学生・院生が恵ま
れていることを思った。早稲田ではどの教員のゼミに属していようが、どの教員の調査に参加する
のも自由である。自分の望む調査に参加している。また日本を専門とする院生が海外調査に参加す
るのも自由だし、外国考古学を専門とする学生も実習発掘を含む日本の発掘現場に参加している。
学生・院生は先生方やOBから調査に誘われる機会も多い。行政機関との発掘インターンシップも
ある。こうした機会の多さと自由さは実に素晴らしいことだし、私が学生の頃から変わっていない
点でもある。学生・院生は自分たちの恵まれた環境に気づいているのだろうか。チャンスも多く、
自由な雰囲気のこの研究室で、本当に積極的に活動しているのか。また他大学や他機関の調査へも
貪欲に参加しているのか、少し心配になる。
　私の専門である旧石器時代のシンポジウムや研究会に出ると、20代の出席者の少なさ、平均年
齢の高さに愕然とする。大人たちは生意気な20代の出席を求めている。自由な雰囲気の研究室に
いるのは快適だろうが、勇気をもって外の場に積極的に出て行ってほしい。
　さて『遡航』第36号は論文３本、研究ノート４本、調査報告２本と堂々たる内容となった。縄
文時代から古墳時代や古代、中世と多岐にわたり、地域も日本はもとより、エジプト、東南アジ
ア、東シナ海から中国と多彩である。また画像からの３次元形状復元ソフトを用いた分析や、地中
レーダー探査など新しい技術を用いたものから、伝統的な型式学的手法まで、手法も多彩である。
研究室の自由な雰囲気がこの研究の多彩さを生んでいるのだと思う。そして異なる地域や研究対象
を扱っていても、互いに議論して高めあう研究室の伝統は守っていってほしい。
　最後にこの遡航が今号からデジタル化されるという。喜ばしい限りである。最近ようやく日本の
学術雑誌のデジタル化が進みつつあるが、文系分野はとても遅れている。近い将来、紙だけしか発
行しない学術雑誌は読まれなくなるだろう。いや若い研究者が投稿しなくなるだろう。院生諸氏が
下したこの決断を称えたい。

